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超音波共鳴法は試料を “ 共振 ” させることにより数 mm
角程度の一つの直方体試料から全ての独立な弾性定数を
決定可能な手法です。また、共鳴ピークの形状から各共
鳴振動モードに対応する内部摩擦も計測可能です。私は
超音波共鳴法を用いて10-1300Kの温度域で物質の弾性・
非弾性特性を計測するための装置を自作し、相転移に起
因する弾性・非弾性異常の観点から様々な機能性材料の
相転移とひずみの相互作用を調べています。本装置を利
用したいという方はいつでもお気軽にご連絡ください。
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•  直径数マイクロメートルのマイクロ球にレーザを照射するこ
とで発生するフォトニックナノジェットの小さいビーム径か
つ長い伝搬距離といった特異な光学特性を微細加工に応用。

• 光の回折限界よりも小さい超微細な加工が可能であることを
実証。

• マイクロ球に入射する光の振幅や位相の制御を駆使したフレ
キシブルなフォトニックナノジェット制御技術を開発中。

• 現在、フォトニックナノジェットを用いた加工技術にとどま
らず、新たな計測技術への応用に奮闘中。
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フォトニックナノジェットを用いた超微細レーザ加工
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